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基礎体温の 読み方とその異常
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一
　基礎体温 （BaSai　BOdy 　TemOerature ： BBT ）とは安静時の体温 を意味する ．男性と

異なり，婦人 の基礎体温が性周期に伴い 一定の リズムを有して い る こ とは 古く から 知 ら れ

て い たが ， 臨床検査法として の BBT を確立 したの は Rubenstein （1937）である．

一
　 女性の BBT は卵胞期の低温相 （low　o ！tase）と黄体期の高温相 （high　ohase ）からな

る 二 相性を 示す．排卵後 ， 顆 粒膜細胞 と莢膜細胞は 黄体を形成 し ， 黄体は LH の作用 で

【）rogestenOne を産生するが，これが視床下部の体温中枢 に作用 して体温 を上昇 させ高

温相 を形成する e 通常 ， o 「Ogesterone 値が 4m8／ ml 以上に なる と BB 丁 の 上昇が開始

する といわれて いる ．

　間脳 一下垂 体 一卵巣 系の機 能 が正 常な場 合， 低温相と 高温相 の 体温 の 温 度差は0．3〜

0．5℃で ，高温相の体温 は通常36。ア℃前後 （［コ腔 内） を呈する．五十嵐 は高温相 と低温 相

の判定基準を以下 の よう に提案 して い る．（1）36．ア℃以上の体 温が 6El以上20Eヨ以内持

続 し，体温下降に続い て月経出血が起 こっ た場合 （ただ し子宮性無月経と 性器閉鎖がある

場合は例外で ある ）高温相と判定 する．（2）36．5℃未満の体温が少な くとも 2日以上続い

て いる場合低温相と判定する．（3）1日だけ飛び離れた低温または高温は，測定誤差 と考

える．

　 しか し，高温相の温度領域あるい は低温相と高温相の温度差 には個人差があり ， 必す し

も上記の通 り になる とは限 らない．温度よ りは二 相性の パク
ー

ン をより重視すべき で あろ

う．

　体温を変動させ る 因子 の少ない早朝覚醒時に測定する ．覚醒時間の不規則な 婦人に は ，

で きるだけ同 じ時間 に測定 させるようにする．夜勤のある婦人 で は笛日で なくてもよいか

ら ， 可能 な限 り測定する よう指導した い。正確で はな いが傾向は把握でき る．

　測定は婦人体温計を用いてロ腔内 （舌下）で 5分 閤測定する．腋窩でも測定 でき ない こ

とはない が， 約0．3℃ 口腔内よ り低温 を示す こ とを 銘 記すべ き で ある ．電子 体温 計で は約

1分で測定で きるが，電子体温計の温度は体温の予測値を示 すた めか水銀計に比べる と再

現性が低 く変動が大 きい ように 思わ れる．

　BBT が一相 性か＝相性で あるかを判定 する ために は最低で も30日 以上の 測定を必要 と

する．

BBT か ら判断で き る の は以下 の四頂 目で あ る．
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　　（1）排卵の有無の判定

　　（2）排卵 日の 診断

　　（3）黄体機能 の推定

　　（4）妊娠の早期診断

〔1。排卵の有無）

　明らかに体温の 上昇が認められる高温相が一定の 日数で あれ ば ，

一
応臨床的には排卵が

あ っ たと判定で きる ，しか し ， 高温相が ア日以内の とき は無排卵周期の場合があ り，また

BBT がきれ いな二相性 を示 して も黄 体化 末破 裂卵 胞症 候 群 （IUteinlZed　 UnlUPtUred

foll℃le：LUF ）の こともあ り ， 正 確な排卵の判定は ほ かの検査法 （卵胞の超音波検査，腹

腔鏡検査法，子宮内膜検査法，ホルモ ン定量法など）を併用 しなけれ ばで きな い．

　高温相へ の移行が遅れ る ， すなわち 排卵が遅く て月経周期が延長 して いるケースにしば

しば遭遇する．低温相が20日以上続く例で は，妊娠して も流産 しやすい と か子宮内膜症を

有する頻度が高い と いわれる．このよ うな例はいすれにせ よ FSH の分泌不全を反映する

もの で あるから，排卵誘発は行 っ た方がよい と考えてい る．

〔ll。排卵 日の診断〕

　BBT から 排卵日 を推定する ことは可能 で あるが ， あ く まで も BBT が二 相性 を示 して

から ， すなわち高温相 を認めてからの 判断で あっ て ， 予測は困難で ある．

　BBT から排卵日 を診断する 方法として四 つ の説が知られ て いる ，

1．体温 陥落日 （Dip）説

　　排卵日 に は estro8en の 分泌が著増 し ， そ れ に よ っ て 体温が急 に低下 して 陥落Eヨを
　形成する という説 で ある．確かに排卵日に一致 して 50〜80％に陥落を認める が，陥落日

　を形成 しないで 排卵した り ， また陥落日 と思 わ れ ても翌 ヨ に高温 にならない場合も 多く ，

　正確と はい いがた い．

2．最低体温日 （Nadir）説

　　月経周期の 中で最も低い 体温を 示 した 日が排卵日 で ある とい う説 LH の peak が

　nadir の後に認めら れたとい う報告が少なくなく ， この説 は根拠に乏 し い とい わ ざる を

　えない．

3．低温最終日 （Coverline）説

　　高温相の前 El，すなわち低温相の最終日を排卵 E］とする説．超音波検査や内分泌学的

　な判定 による排卵 日と最 もよ く相関するとの報告が多 い．しかし ， 低温相の最終日であ

　ると判断するこ とが必す しも容易で はない．次回月経の前 Eヨから逆算して範囲を推定し ，

　低温相 にお ける最低 と最高の 温度幅 を超えた 日 を高温相初日と し ， そ の前日を低温最終

　日とする ．

4。高温相初日 （First　day 　of 　the 　BBT ）説

　　開腹によ る卵胞破綻直後の 出血黄体の 発見ある いは 超音波診断による破裂卵胞の所見

　の確認が高温相初 日に集中することから，その前E］すなわち低温相最終 Elが排卵日で あ

　る可能牲が最も高い こ とは前述 した と お りで ある．しか し ， 厳密にいえぱ BBT を測定

　した 時刻 （早朝 6〜 ア時）までに排卵 して いるこ とになるので25％は高温相初 日 という

　可能性がある．

（皿．黄体機能の推定〕

1．BBT 曲線型分類

　　正 常な月 経周期を有する婦人の BBT は低 温相 と高温相の明暸な温度差のある＝ 相性

　を示すが ， 月経異常がある と こ れが乱れ て種々 の パタ
ーンを示すよ う にな る ．松本は
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　BBT は主と して 黄体機能 を反映 するとい

　う観 点か ら ， BBT を そ の 高温相の 示 す形

　に従っ て図 1のように七型に分類 して いる．

　 1 〜 IV型 は明らか な二相性で あ り排卵した

　可能性が高い。 1 型は正常な二櫓 1生パター

　ンで あ るが ，
II型を示す場合も正 常排卵周

　期の ものが多 い．III〜 V 型は黄体機能不全

　を示 すもの で，特に高温相が 9日以内の 場

　含や 高温相と低温相の差が少ないも ので は

　その可能 tl生が高し丶 国本は尿qコ pregnane −

　d℃ 1値，子 宮内膜分泌像の所見 を対比 し ，

　黄体機能不全の BBT 曲線 型を図 2のごと

　く七型 に分類し ， BBT 曲線の 異常度 が高

　くなる ほど，内膜発育異常の頻度が高い こ

　とを 明らか に してい る．

2．高温相面積指数 ・着床期面積指数

　　BBT 曲線か ら黄体機能 をよ り客観 的に

　数値 と し て 評価する方法に，五十嵐の高温

　相面積指数 （planimetric　 Iutea亅 index二

　PLI）と 飯 塚 の 着 床 期 面 積 指 数 （Plani−

　metrlC 　nldatOry 　index：PNr）がある．　 PLI

　 は基線に平行に引いた低温相の温度平均の

　直線と高温 相の体温曲線に 囲まれた面積を

　単位 面積 （縦0．05℃分 ×横 り日分）で割っ

　た値であ る．黄体機能が正 常な場合 は PLl

　が50〜150点を 示 し （平均100点），黄 体機

　能不全で は50点以下 にな る．P 凵 を 推定排

　卵E∋か ら 8日までで 切っ て算 出し ， 着床時

　点で の黄体機能を判定 しようとする ものが

　 PNI で あ る （図 3）．こ の 方法 で は高温相

　が持続する 妊娠成立周期で も算出で きる．

　妊娠成 立例で の PNIは32．5〜91．49（平均

　57．3）を示す．

3。BBT 高温相点数 （High　 Phase 　 score ；

HPS ， 品田，1968）
　　松本の BBT 型分 類と高温相 の長 さ，高

（図 1 ）基礎体温型分類 （松本）
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（図 2 ）黄体機能不全 BBT 型分類 （国本）
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温相と低温相の 温度差や高温相の変動を総 ov ，、一一．一＿＿＿．．一一

合 し て 点数 化 し た も の に HP ＄ が あ る。

BBT を松 本の方法によ っ て 分 類 し， 1 型

か ら V 型まで，おの おの 5点か ら 3点と し

て採点 し，これ に高温相の長さ の 5点から

0点 ま で の 採点を加算 し ， さ ら ［こ高温相の 　　　　　　（図 3 ）PLIと PNI の算定法
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高温相の 温度差が 0．3℃以下の と き は 2点減点 し，こ の 日PS が10点な らば正常， 5点

以下 なら黄体機能不全， 0点な らば無排卵周期と診断す る （図 4）．
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（図 4 ）BBT 高温相点数採点基準 （品 田）

〔N ．妊娠の早期診断〕

　高温相が16E］以上 （BensOn ，　 Palmer ， 斉藤）， 18日以上 （TOmPkins ， 松本），20Eヨ以
上 （Sinyκin， 山口）続いた ときは妊娠 と診断で きる という諸報告がある．しか し黄体期

が16〜18日間続くこ とも希で はないので ， 実際 には 3週間以上高温相が続いたとき妊娠 と

診断した方が無難で ある ．

一
・BBT は早朝覚醒時に水銀体温計 による〔】腔 内 5分間測定が望ま しい ．
・
判定する には最低で も30E似 上 の測定が必要 で ある 。

・低温相が20日以上続 く場合 は二相性でも排卵誘発 を行 っ た方がよい．
・低温相最終 日が排卵 Eヨで ある可 能性が最も高い．

　以下の よ うな場合 は黄体機能不全の 可能性が高い．

　　高温相の持続が12日以内．

　　低温相との差が0．3DC以下．

　　松本の分類 III
，
　 IV

，
　 V 型．

　　 PLI が50点以下．

　　 Hsp が 5点以下．
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